








研究目的 

 周産期母子医療は,いわゆる疾病医療とは異なり,多数の正常例と一部のハイリスク症例

とが対象集団を構成することになるが,医療の立場で考えてみると,ひとつにはハイリスク

因子を評価・抽出し,そこに存在する因果の推測を介して,予防医学的に対応することが必

要である。さらに,圧倒的多数の正常例が示す,正常例としての特徴を同様に抽出し,これを

もって各個に対応することも重要である。従って,ことに後者は保健医学的な色彩を強く帯

びているが,いずれをなしとげるにしても,広域に等価な医療が行われなければ目的に適わ

ず,従って,これは大切な付帯条件といえる。 

 3 年間をとおして,かかる立場のもとに研究を進めた。その目的としたところは,診療の

現場のみならず,妊産婦指導をつうじて実現する個人衛生の推進の場においても利用でき

るようなチェック・ポイントの抽出と評価,およびそれを可能にするためのデータ・ベース

の設計とそのモデルの試作である。 


